


6種 の形 状 を有 す る もの と した。 なお ,  ′=■

円柱 モ ール ドに よつた。 標 準 7日 強 度 の曲 け ,

ケ ツ ト )を 第 2表 に示 す。

第 ヽ図 ,第 う図 ,第 6図 に単 純

引 張 強 度 お よび圧 裂 法 に よる引

張 強 度 と層 平 係 数 ,と の 関係 を

示 す。 載荷 方 法 は圧 縮 試 験 機 に

曲 げ用 ロール (径 8日 )を 上 下

( k e , r c n z )  ' h u g  ( k s / c m ! )

0の 試 料 は 5φ × 1 0“ の

圧 縮 ,単 純 引 張 強 さ (プ リ

第 2  表
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の加 圧 点 と した。 図 か ら各 種 の強度比 と層 平係 数 とを有 す る試 料 の圧 裂 法

に よる引 螢 強 度 は ,そ の単純 引 張 強 度 の値 に極 め て良 く一 致 して い る こ と

が わ か る。 写 真 - 2 (試 験 前 ) ,写 真 ― , (試 験 機 )参 照 o `
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(石質は安山岩 )を 写真 一

ように若千加工 し,圧 裂

第 6 図

ヽの よ うに切 断 し,加

試 験 を実施 した後 の破

実験 2  富 士 川 産 粗 骨 材

圧 靖 面 を平行 荷重 を与 え る

墳 の様 相 を写真- 5に 示 す。

第 う表 の試 料 の デ ー タと ,

第 ヽ表 の平 均 的強 度 とを比

較 す れ は ,そ の実験 強 の良

好 性 が うな づ け る。
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4 .  織 び 現 場 採 取 試 料 を直 接 的に ,し か も,ほ ぼ実 際 の使 用状 爆 に匹 敵

す る大 さの も とで ,な ん ら複雑 な形 状 に成 形 加 工 を施 す こ とな く,

単 に簡 単 な裁 断 のみ で試験 し得 る とい うこ とと,装 置 もなん ら特殊

な ア タ ツチ メ ン トを必 要 とせず ,良 好 な結果 が迅 速  容 易 に求 め得

る こ とは極 めて意義深 い こ とで あ る。
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